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太田市議会事務局
　0276‒47‒1806　　　0276‒47‒1860
E-mail:otagikai@mx.city.ota.gunma.jp

øø݄ú÷೔ 　 本会議　一般質問　
øù݄çø೔ 　本会議　一般質問
øù݄çù೔ 　本会議

一般質問　市長提出議案の説明
øù݄çý೔ 　本会議

議案質ٙ　委員会付ୗなど
øù݄çÿ೔ 　総務企画委員会　市民文教委員会
øù݄çĀ೔ 　健康福祉委員会　都市産業委員会
øù݄øü೔ 　本会議　委員長報告など　
※原則午前9時30分開会。日程・時間は変更の場合あり。

　新型コロナウイルス感染症拡大の状況によりŊ๣聴の
自粛をお願いする場合があります。

　ৄしくは太田市議会ホームページをご覧いただくかŊ
電話等でお問い合わせください。

　市政の身近なテーマについて、少人数のグループに分かれて話し合う、
意見交換会を開催します。気軽な雰囲気の中で「暮らしやすい太田市」に
ついて、皆さんの自由な意見を聞かせてください。

太田市議会

おうち  議 会
インターネットで配信中

で

市民と議会の意見交換会

日時　令和４年１月１５日㈯、午後２時～午後3時30分（予定）
会場・テーマ　太田行政センター　「災害対策について」
　　　　　    九合行政センター　「子育てについて」
　　　　　    宝泉行政センター　「ごみ対策について」
対象　市内在住の人
定員　各会場２０人
※定員を超えた場合は抽選とし、抽選結果は申込者全員に通知します。
締め切り　令和３年１２月２４日㈮
申込方法　電話、ファクス、郵便、電子メールのいずれかの方法でお申し込
みください。お申し込みに際しては①氏名　②住所　③電話番号　④参加
したいテーマの会場名（第２希望・第３希望があれば、その会場名）をお知
らせください。
申込先　太田市議会事務局
　　　   〒３７３-８７１８　太田市浜町２番３５号
　　　   ０２７６-４７-１８０６
　　　   ０２７６-４７-１８６０
　　　    E-mail：otagikai@mx.city.ota.gunma.jp

 新型コロナウイルス感染症拡大の状況により中止する場合があります。

議員と話そう！
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議　員　本市における期日前投票者の
割合と、その推移について伺います。
総務部長　令和元年7月執行の群馬県
知事選挙では、投票者全体のうち期日前
投票者の割合は30.88％であり、その割
合は年々増加しています。増加の要因とし
ては、イオンモール太田への期日前投票
所の設置など、期日前投票所の再編によ
る効果であると考えています。
議　員　投票率向上のため、多くの人が
利用するニコモールや、パワーモールおお
たを期日前投票所に加えることが効果的
であると考えますが、所見を伺います。
総務部長　大型商業施設への期日前投
票所設置につきましては、課題が多くあり
ますが、引き続き重点事項として検討して
いきたいと考えます。
議　員　小・中学生を対象に、選挙後に
抽選で物品を贈呈している事例がありま
す。また、投票証明書の提示による商店等
の割引サービスを実施している自治体も
多数あります。このような投票に行く楽し

議　員　本市で導入された新たな納税
方法について伺います。
総務部長　個人に課税される普通徴収
の市・県民税、固定資産税、軽自動車税、
国民健康保険税について、インターネット
バンキング、クレジットカード、L

ラ イ ン

INE P
ペ イ

ay
で納税ができるアプリ「モバイルレジ」を
令和2年3月に導入しました。さらに今年
4月にはP

ペ イ ペ イ

ayPayを追加対応しました。

議　員　新たな納税方法による今年度
の納税実績について伺います。
総務部長　窓口納付や口座振替を除く、
新たな納税方法による4月から7月まで
の収納額と内訳は、インターネットバンキ
ングが554万円で3.2％、クレジットカード

議　員　バックウォーター対策について、
河川の水位が上昇し、越水が想定される
場合、河川への放水を止めると、行き場を
失った水の一時的な貯水施設が必要に
なると考えますが、所見を伺います。
都市政策部長　内水対策基本計画の実
施による減災効果を見極めた上で、さら
なる施設が必要となれば、貯水施設の整
備も視野に入れたいと考えますが、現時
点では予定はありません。
議　員　直近3年間の避難行動要支援
者数の推移を伺います。
福祉こども部長　令和元年度が2,278
人、2年度が4,563人、3年度が4,358
人です。
議　員　令和元年東日本台風の教訓を
課題として捉え、取り組みを進めているよ
うですが、それを踏まえて実効性のある災
害対応についての所見を伺います。
総務部長　太田市地域防災計画等を修
正する中で、職員の配備体制の見直し等
を図ってきました。職員が自分たちの役割

議　員　運動公園サブグラウンドに新市
民体育館が建設されることで、地域の人
のスポーツイベントの会場や、気軽に運動
できる場所がなくなってしまいますが、代
替施設の検討や、今後の運動公園内の
整備計画について伺います。
文化スポーツ部長　代替施設について
は、他のスポーツ施設の利用をお願いし
ています。また、運動公園内の整備計画と
しては、児童遊園内のトイレの新設と中央
通路等の改修を予定しています。
議　員　運動公園内は照明設備が少な
いため、夜間は大変暗く、段差も多いこと
から、小さな子どもや高齢者、車椅子を使
用する人にとっては、転倒の危険性があり
ます。安全対策の観点から、新市民体育
館の整備と同時に、照明設備の整備や段
差解消等が必要と考えますが、市長の所
見を伺います。
市　長　ご指摘のとおり、体育館を造る
だけでなく、運動公園全体の整備を考え
る必要があると思います。照明設備や段

みを創出し、有権者の関心を高める施策
の導入について、所見を伺います。

総務部長　先進事例等を参考に、今後も
研究していきたいと考えています。
議　員　投票率の低下について、市長の
所見を伺います。
市　長　さまざまな提案をいただきまし
た。それらを組み合わせれば、投票率向
上の可能性はまだあると思います。景品と
いう点では、宝くじの配布が良いかなと考
えていました。お話をいただいたものを組
み合わせ、今後研究したいと思います。
■その他の質問
・クビアカツヤカミキリ防除の取り組み
について

が2,501万円で14.6％、LINE Payが848
万円で4.9％、PayPayが1億3,275万
円で77.3％でした。また、6月のモバイル
レジ全体の利用件数は3,686件、収納額
は7,577万円で、前年同月と比べ、利用
件数が3,059件、収納額は6,166万円増
加しています。
議　員　新たな納税方法により、納税者
の納税意識が高揚し、自主納付・納期内
納付につながると考えますが、市長の所
見を伺います。
市　長　納税方法がどんどん変わってき
ていることに驚きましたが、滞納が減るの
であれば非常に良いと思います。ただ、市
負担の手数料が発生することや、ポイント
の付与等、納税方法によって納税者に格
差が生じるなどの課題を解消する方法も
考えたいと思います。
■その他の質問
・本市の治水対策事業の推進について
・上武ゴルフ場跡の有害鳥獣対策につ
いて

について平時から意識すべく訓練を重ね、
災害時にそれぞれが的確に役割を果たし、
減災につなげたいと考えています。

議　員　令和元年12月定例会にて、避
難行動要支援者を含めた災害弱者に対
する市職員の担当制について研究したい
との市長の発言がありましたが、現在の
市長の所見を伺います。
市　長　市職員で「おとしより見守り隊」
を編成し、支援が必要な1人暮らし高齢
者の戸別訪問を行っています。その担当
を通じて対応していきたいと考えます。
■その他の質問
・地域自治における規律性と選挙に係
る不適切事案について

差の問題については、危険な状態ですの
で、体育館の完成までに全面的に改修し
たいと考えています。

議　員　運動公園全体をより魅力的な
場所にするために、中央広場を含めた周
辺施設の整備計画や今後の活用方法に
ついて、所見を伺います。
市　長　全体的に老朽化し、バリアフ
リー化もされていないので、再整備を進め
たいと思います。今後は群馬クレインサン
ダーズの試合に合わせて、シティーマー
ケット等のイベントを開催することで、にぎ
わいの創出を図りたいと考えています。
■その他の質問
・本市における土砂災害対策について

新たな納税方法について

創政クラブ　高木　きよし

投票環境と投票率の向上について

創政クラブ　板橋　明

地域防災計画・水防計画に基づく
本市の防災・減災について

立憲民主党　神谷　大輔

太田市運動公園等の整備計画に
ついて

太田クラブ　八長　孝之
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談に最善の対応ができるよう、精神保健
福祉士や社会福祉士等、さまざまな役割
の有資格者を早期に配置してほしいと考
えますが、市長の所見を伺います。
市　長　複雑な環境で生活していたり、
障がいがあったりする人には、行政ができ
る限り対応したいと思っています。有資格
者、その道に長けている人材を採用し、中
核に据えて対応していきたいと考えます。
議　員　本市では、義務教育在学中は不
登校専門員がいますが、進路を決めない
まま卒業してしまう生徒が大変心配です。
そういった人や家族を孤立させないよう、
太田市独自の重層的支援体制整備を進
めてほしいと思いますが、所見を伺います。
市　長　体制移行と人材の確保、具体
的に市が行うべき施策について十分に研
究し、来年4月のスタートに向けて一生懸
命やっていきたいと考えています。
■その他の質問
・網膜色素変性症の支援について

3月定例会  総括質問要旨
9月定例会では、9月1日から3日にかけて15人の議員が一般質問を行いました。紙面の都合により、質問と答弁の

要旨を1人1問ずつ紹介します。
なお、一般質問の模様は、太田市議会ホームページ「インターネット中継」からご覧いただけます。
また、定例会の正式な会議録は、市政情報コーナーや市立図書館、市議会ホームページ、議会事務局などで12月下旬

からご覧いただけます。

議　員　来年度からの重層的支援体制
整備事業の本格実施に先駆け、現在行っ
ている移行事業について伺います。
福祉こども部長　主な業務内容は相談
支援、参加支援、地域づくり支援を一体
的に行うものです。相談支援では4月から
7月までに53件の相談を受けています。
また、介護、障がい、子ども、困窮を担当す
る関係課との調整会議を7月に実施し、9
月中に財源変更に伴う説明と、関係課で
組織する協議会の設置に向けた準備会
議を予定しています。

議　員　ひきこもりの人の中には精神疾
患や発達障害の人が一定数いる等、その
苦しみには多様性があります。複合的な相

議　員　働き方改革により、年間5日以
上の年次有給休暇の取得が求められて
います。そこで、本市の一般行政職員につ
いて、令和2年1月からの1年間における
年次有給休暇の取得が5日未満の職員、
および3日未満の職員の状況を伺います。
企画部長　年次有給休暇の取得が5日
未満の職員は24人です。内訳は男性16
人、女性8人であり、そのうち教育委員会
の職員が11人となります。また、3日未満
の職員は7人です。内訳は男性4人、女性
3人であり、そのうち教育委員会の職員が
4人となります。年次有給休暇の取得日
数が5日未満の職員は、全体の2.2％で
あり、年々減少傾向にありますが、引き続
き休暇の取得を励行していきたいと考え
ています。
議　員　年次有給休暇の取得日数が5
日未満の職員について、教育委員会の割
合が高くなっています。要因の分析と改善
が必要と考えますが、所見を伺います。
教育部長　一部の職場では、学校が授

議　員　自転車用ヘルメットの着用が努
力義務化されたことについて伺います。
市民生活部長　自転車事故の致命傷は、
6割以上が頭部の損傷によるものです。
死亡・重傷事故を防ぐため、本年4月1日
の群馬県交通安全条例の改正に伴い、
ヘルメット着用が努力義務化されました。

議　員　市内の未成年者に関わる自転
車による人身事故の発生状況を伺います。
教育部長　令和2年度における市内の児
童生徒の自転車による救急要請を伴う交
通事故は70件でした。
議　員　登下校時だけでなく、日常の中
で自転車を利用する際もヘルメットを着
用することを推進するため、中学生・高校

議　員　市政情報をリアルタイムで取得
するには、市のホームページの閲覧が必
要ですが、高齢者を中心にインターネット
接続ができず、ホームページを見られな
い市民がまだまだいると考えます。こうした
インターネット弱者への広報手段として、
広報車の運用や防災のスピーカーの増
設等が有効と考えます。また最近では、群
馬テレビのデータ放送に、太田市からの
お知らせが掲載されるようになりましたが、
掲載が開始された時期や掲載内容につ
いて伺います。

企画部長　令和３年６月から、群馬テレビ
のデータ放送で太田市からのお知らせを
確認できるようになりました。ワクチン接種

業を行っている各学期中は、業務が繁忙
であり、休暇を取りにくい状況があります。
学校の夏休み期間に集中して休暇を取る
よう推進していますが、夏季特別休暇の
優先取得期間と重なり、年次有給休暇の
取得まで至らないことが原因と考えてい
ます。今後も意識改革を促し、休暇取得の
推進を図りたいと思います。
議　員　年次有給休暇の取得促進につ
いて、市長の所見を伺います。
市　長　職員のリフレッシュや自己啓発
のために、今後も休暇の所得を推進して
いきたいと考えます。

■その他の質問
・障がい者雇用について

生のヘルメット購入費を補助することにつ
いて、市長の所見を伺います。
市　長　所得の少ない世帯の小・中学
校新入生を対象とした就学援助制度があ
りますので、これを利用してもらいたいと
思います。また、新年度からは高校生まで
対象を広げることも考えています。
議　員　子どもたちへの注意喚起や、ヘ
ルメットを着用し一人一人が安全対策を
すると同時に、道路標識の整備や横断歩
道、グリーンベルトの設置等、通学路の適
正な管理と迅速な整備が必要と考えます
が、所見を伺います。
市　長　安全が保たれていない通学路
の改修工事を夏休み期間中にまとめて進
めました。残っている部分は9月補正予算
で対応します。また、学校や地域の人たち
で気になるところがあれば、全面的に改
修を行いたいと考えます。
■その他の質問
・ドローンの活用とその必要性について
・ウイルスによる感染症対策について

情報、休日当番医等の情報のほか、災害
時の避難情報など防災情報も、ほぼリア
ルタイムで、２４時間更新可能です。
議　員　データ放送を日課として視聴し
てもらうために、リアルタイムでの情報発
信に重点を置いた内容とすることが有効
と考えますが、所見を伺います。
企画部長　リアルタイムで情報を入手で
きる貴重なコンテンツですので、有益な情
報を掲載できるよう、活用方法を十分に
研究していきたいと考えます。
議　員　インターネットを利用していない
人も含め、市民全体に情報を届けること
が重要と考えますが、市長の所見を伺い
ます。
市　長　複数の方法で情報発信するこ
とが必要であると思います。自分の好きな
方法で情報を得られる環境にすることは、
行政の役割だと考えます。情報の伝達は
難しい課題ですが、さまざまな方法で市
民に届けられるように工夫していきたいと
思います。

重層的支援体制整備事業への移行
準備事業について

公明クラブ　高橋　えみ

本市の人事制度について
―休暇取得及び時間外勤務に
ついて―

太田クラブ　大川　敬道

自転車事故の対応と交通安全に
ついて

創政クラブ　髙藤　幸偉

インターネット弱者に対する広報
等の取り組みについて

太田クラブ　木村　浩明
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議　員　2023年NHK大河ドラマ「どう
する家康」の企画制作が決まりました。徳
川氏発祥の地太田市をPRする絶好の機
会と考えますが、所見を伺います。
企画部長　撮影時期や場所、脚本等、制
作過程を見極めながら検討していきます。
議　員　令和元年に太田商工会議所に
より開催された「おおたの観光名所総選
挙」における上位3名所を伺います。
産業環境部長　世良田東照宮、大光院、
ぐんまこどもの国の順となりました。

議　員　本市の観光土産は新しいもの
が発掘、創作されていないと思います。ヤ
マトイモを生地に使ったまんじゅうや、徳川
氏の三ツ葉葵家紋をあしらったおおたん

議　員　本市における1人暮らし高齢者
の見守り支援について伺います。
健康医療部長　民生委員、ふれあい相
談員による見守りと、市職員で結成する

「おとしより見守り隊」により、毎週誰かが
見守りを実施できる体制を構築し、安全・
安心な生活を支援しています。
議　員　1人暮らし高齢者が突然体調を
崩し、最悪の場合には孤立死ということも
考えられます。1人暮らし高齢者が亡くな
られた際の支援について伺います。
健康医療部長　行政が実施する支援は
ありません。
議　員　1人暮らし高齢者の多くが孤立
死を身近なものと感じています。そこで、病
歴や連絡先、亡くなった場合の葬儀やお
墓のことなど、さまざまな情報を事前に登
録し、関係機関に開示できるシステムを作
ることで、高齢者の希望をかなえられると
考えますが、所見を伺います。
市　長　1人暮らし高齢者が亡くなられ
た後の支援については、今後社会福祉協

議　員　長引くコロナ禍における高齢者
への運動施設の提供の在り方について
所見を伺います。
文化スポーツ部長　現在、緊急事態宣
言中のため、施設の利用制限を設けてい
ますが、予約の要らないトリムコースや公
園でウオーキング等をして、健康管理に努
めてもらいたいと考えます。
議　員　直近3カ年におけるおうかがい
市バスの7月末時点での利用登録者数
と、2月から7月の利用実績を伺います。

市民生活部長　登録者数は令和元年が
3,804人、2年が1,801人、3年が2,055
人でした。利用実績は平成31年2月から

議　員　市内の鉄道駅の令和2年度の
乗降客数は、最も多い太田駅が1日平均
約8,000人、次に細谷駅が約2,100人
です。周辺に学校が多く、市営の駐輪場
がない細谷駅では違法駐輪が目立つた
め、対策として柵の設置と植樹を行ったよ
うですが、その費用と効果を伺います。
市民生活部長　平成18年度に施工した
もので、費用は208万9,500円です。整
備後は違法駐輪スペースがなくなり、違
法駐輪の見回り、撤去を強化した結果、
構内での放置自転車が減ったと考えます。
議　員　細谷駅前の工事後、違法駐輪
の自転車は別の場所に移動しており、事
故の危険もあります。また、民間駐輪場の
利用時間は午前6時から午後9時半まで
と限られています。多くの学生が1日中利
用する細谷駅に市営駐輪場を設置すべき
と考えますが、市長の所見を伺います。
市　長　警告札等の対策を強化し、民間
駐輪場への誘導を図るべきと考えます。
議　員　太田市放置自転車等防止条例

のぬいぐるみ等、市民から意見を募り、観
光物産品を掘り起こすべきと考えますが、
所見を伺います。
産業環境部長　太田市観光物産協会と
協力し、集客の場の提供に努めていきま
すので、民間の力で新たな物産品の掘り
起こしを進めてもらいたいと考えます。
議　員　本市には全国的にも評価の高
い歴史文化遺産が数多くありますが、市
民の中でその意識が薄らいでいると感じ
ます。徳川氏発祥の地太田市としての位
置付けを確かなものにしていくべきと考え
ますが、市長の所見を伺います。
市　長　世良田東照宮を太田市の一番
の観光名所として市民全体が認識するこ
とがスタートになると考えます。コロナ禍が
収束したら、市民による市内の観光名所
めぐり等を検討し、それが大河ドラマに結
びついていけば良いと思います。
■その他の質問
・本市におけるこども食堂の現状と課
題について

議会において制度やルールを検討し、対
応していく必要があると考えます。

議　員　亡くなられた人の希望をかなえ
るための取り組みが実現すれば、県内初
であると思います。今後の方針について、
所見を伺います。
市　長　生前の社会貢献にきちんと報い
る必要があると考えます。亡くなられた人
の尊厳を守るための取り組みについて、
今後検討していきたいと思います。
■その他の質問
・大規模土砂災害を防ぐための盛り土
規制について
・通学路の安全対策について

令和元年7月までが1万6,081人、令和2
年が9,814人、3年が9,624人でした。
議　員　登録者数と利用実績の変化の
要因について伺います。
市民生活部長　令和2年4月に名簿記
載の登録者の利用要件を見直して整理し
たため登録者数は減少していますが、コロ
ナ禍以後は増加しています。利用実績はコ
ロナ禍の外出自粛により減少しています。
議　員　運動や他者との交流のほか、通
院や買い物も高齢者の健康維持に欠か
せない大切な機会です。運転の不安や事
故のリスクを減らし、高齢者の生活の質を
高めるため、おうかがい市バスの利用条
件を緩和し、歩行以外の移動手段や運転
免許があっても利用できる選択肢をつくる
べきと考えますが、市長の所見を伺います。
市　長　必要な人に移動手段を提供で
きるよう検討していきます。
■その他の質問
・市政の課題解決と地域経済活性化に
貢献するデジタル地域通貨について

施行規則の規定では、太田駅・韮川駅前
の特定箇所は違法駐輪があった場合、4
時間後に撤去できますが、その他の場所
では1週間たたないと撤去できず、抑止
力になっていません。正当に料金を払って
駐輪場を利用している人との整合性をと
るためにも、条例における特定箇所を市
内の全ての駅周辺に広げるべきと考えま
すが、所見を伺います。

市　長　条例を改正し、短時間で対応す
る考えはもっともです。十分に検討して、
違法駐輪をなくしていければと思います。
■その他の質問
・自転車の交通安全対策について
・原動機付自転車のナンバープレート
について

新田徳川氏発祥の地太田市に
ついて

太田クラブ　岩﨑　喜久雄

一人暮らし高齢者に対しての死後
を見据えた支援強化について

公明クラブ　星野　一広

長引くコロナ禍における市民の
QOL（クオリティ オブ ライフ、
生活の質）向上について
―高齢者の活動と外出の支援について―

創政クラブ　今井　俊哉

駐輪場の整備について

創政クラブ　松川　翼
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９月定例会  一般質問要旨

議　員　市立太田中学校の男女別定員
制導入は、ジェンダー平等に逆行するもの
であると考えますが、所見を伺います。
教育長　市立太田中学校では、学校教
育の中で、性差の理解や異性を尊重する
態度を育み、性的少数者の人権を保障す
る教育を大切にしており、ジェンダー平等
に逆行しているとは考えていません。
議　員　過去３年間の入学試験の平均
点は、女子が男子より高く、男女別定員制
の導入により、男子より高い得点の女子
が不合格となる可能性があります。それで
も男女別定員制を導入しなければならな
い、具体的な根拠について伺います。
教育長　多様な価値観に触れる機会が
増え、豊かな心を培うことができるため、
高い教育的価値があると考えています。
議　員　多様な価値観に触れる機会の
ためなら、男子よりも高い得点で不合格と
なる女子が生じても良いと、つまりジェン
ダー平等に逆行しても良いと考えているこ
とになりますが、所見を伺います。

議　員　児童虐待防止には、子どもの頃
からの教育が重要と考えますが、本市の
小・中学校における人権教育について伺
います。
教育部長　本市では、人権教育の充実
を重点項目の一つに位置付け、全ての教
育活動を通して、推進を図っています。
議　員　虐待防止の取り組みや、虐待を
受けた子どもへの対応など、学校教育の
中で実施している施策を伺います。
教育部長　各学校では、保護者や地域
への啓発活動を継続して行っています。ま
た、就学時健康診断の際には、保護者に
対し、虐待防止に関する講話を実施して
います。さらに、要保護児童対策地域協議
会では、虐待が心配される児童の情報を
共有し、連携して対応しており、今後もこ
れらの取り組みを充実させていきたいと
思います。また、虐待を受けた子どもに対
しては、スクールカウンセラーにより心のケ
アを図るとともに、児童相談所と連携し、
対応に当たっています。

教育長　すでに入学者選抜実施要項を
周知しており、受験者の不安を増大させ
ないためにも、男女別の定員数について、
丁寧に説明していきたいと思います。

議　員　男女別定員制について、私は導
入すべきではないと考えます。今からでも
撤回する考えはないか伺います。
教育長　男女同数とすることで豊かな心
を育むこと、子どもたちのために特色ある
教育を進めることが大切であると考えて
おり、中止の考えはありません。
■その他の質問
・分散登校・少人数学級の拡大について
・市単独予算を使っての新型コロナウ
イルス感染症防止対策について

議　員　児童生徒が自ら助けを求めら
れるよう、児童相談所のダイヤル189や、
24時間子供SOSダイヤルなどの周知が
重要であると考えます。また、虐待を受け
ながらも必死に生きてきた人、いわゆる虐
待サバイバーを招き、実体験を聞く場を設
けることも必要であると考えますが、教育
長の所見を伺います。

教育長　相談窓口の周知徹底を図って
いきたいと思います。また、虐待を受けた
経験のある人による講演会の実施につい
ても、研究していきたいと思います。
■その他の質問
・障がい者、要介護認定者等の交通費
助成等について

市立太田中学校での男女別定員の
導入について

日本共産党　水野　正己

子ども虐待防止について

日本共産党　石井　ひろみつ

議　員　本市におけるスポーツ施設の予
約方法について伺います。
文化スポーツ部長　公共施設予約シス
テム「e

イ ー パ レ ス

-Pares」にて、事前に登録した利用
者はインターネットで予約ができます。直接
窓口や電話でも予約を受け付けています。

議　員　施設の使用確認方法について
伺います。
文化スポーツ部長　有料施設は使用料
の徴収時に確認ができますが、無料施設
は確認が取れません。予約が埋まってい
るのに使用されていないこともあります。
議　員　予約者が施設の使用時にL

ラ イ ン

INE
で位置情報を送信し、確認ができるシステ
ムの導入により、無断キャンセルを減らせ

本市の電子システムの現状について

創政クラブ　矢部　伸幸

ると考えますが、所見を伺います。
文化スポーツ部長　経費もかかりますの
で、今後研究したいと考えます。　
議　員　本市の火葬場の現状について
伺います。
市民生活部長　昨年10月1日に太田市、
千代田町、大泉町、邑楽町の一市三町の
広域で、新斎場を整備することが決まりま
した。今年度から新斎場の建設に先立つ
基本計画の策定を進めています。
議　員　間違いがあってはならない火葬
の予約について、新斎場整備と併せて電
子システムの導入を早期に検討すべきと
考えますが、所見を伺います。
市　長　ミスのないよう厳重に注意すべ
きです。ただ、電子システムがあれば24
時間誰でも確認ができますので、新斎場
整備の中で取り入れられるよう検討して
いきたいと考えます。
■その他の質問
・本市の東京オリンピック・パラリン
ピックを生かした政策について

委員会では

次の議案を審査しました
　本会議で各常任委員会に付託された議案の審査結果について、
定例会最終日に行われた委員長報告から要旨を抜粋してお知ら
せします。

総務企画委員会

■太田市個人情報保護条例の一部改正
について
問 条例改正に至った経緯を伺います。
答 本市においては、番号法で規定する
事務以外に、独自で条例に規定した特定
個人情報に係る事務の取り扱いがないも
のの、近隣において独自の事務を行って
いる自治体もあることから、今後の自治体
間でのやり取りに対応していくため、国の
規定に合わせて追加することとしました。
問 本市独自で個人情報保護の強化を
図ることについて伺います。
答 十分に検討し、対応したいと考えます。
審査結果　原案可決

■財産の減額貸付について（旧太田市
立太田東小学校）
問 当該建物の現状と今後の敷地利用
について伺います。
答 建物を含めた敷地全体が市の行政
財産となっており、本案の貸付対象である
校舎と給食室を除き、今後は太田行政セ
ンターで所管し、地域住民の活動拠点と
して利用される予定です。貸付対象であ
る校舎と給食室は建築後40年が経過し
ており、耐用年数に到達するまで、残り20
年間の使用が可能です。
問 経営状況を勘案した貸付料見直しと
見直し基準設定について所見を伺います。
答 1年目は40人の生徒で開校し、定員
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市民文教委員会

健康福祉委員会

が充足するまでに約5、6年、経営が安定
するまでは約10年かかるとのことから、経
営状況を見極めながら、貸付料の見直し
については協議していきたいと考えます。基
準の設定については今後研究し、検討し
ていきたいと思います。
問 設定した貸付料の妥当性について
伺います。

答 この学校には、本市における将来的
な人材育成等への大きな寄与が見込ま
れるほか、学生の流入により、当該地域の
にぎわいや活力の創出も期待されます。
そのような意味からも、開校時の経営安
定を図る必要性の考慮が求められ、この
賃料は妥当と考えます。
審査結果　原案可決

■太田市行政センター条例の一部改正
について
問 今後の旧太田市立太田東小学校の
避難所としての在り方について伺います。
答 校舎部分は他部局により民間への
貸付が予定されているため、避難所とし
て使用することはできませんが、体育館部
分は引き続き第3避難所として運用してい
きます。
問 当該施設を新型コロナウイルス感染
拡大防止策として活用することについて
所見を伺います。
答 体育館およびグラウンド部分は、地
域住民の活動のための拠点として使用さ
れていくものですが、教育委員会より要請
があった際には、分散授業時に使用する等、
必要に応じ柔軟な対応を図ることも想定
されています。
審査結果　原案可決

■太田市笹
ささがわきよし

川清奨学基金条例の一部改
正について
問 本市の就学援助制度の対象を高校
入学時まで拡大させることが検討されて
いる一方で、本条例改正において奨学金
の支給対象から高校生を除外することの
整合性について伺います。

答 高校生の就学については、国の高等
学校等就学支援金において学費負担の
軽減が図られ、その受給率も全国で8割
程度と高く、支援体制が整っています。ま
た、本市の貸与型奨学金に新たな返還免
除の規定を予定する等の配慮を行う中で、
奨学基金という限りある財源の有効活用
を検討した結果、大学生への援助を重点
的に行うこととしました。
審査結果　原案可決

■太田市奨学金貸与条例の一部改正に
ついて
問 病気等の理由により就業することが
できない奨学生には奨学金の返還免除
が適用されず、一定期間内に継続して本
市に居住しながら就業している奨学生に
のみ返還免除が適用されることの妥当性
について伺います。
答 返還免除の新設は社会福祉を目的
としたものではなく、若年層の市内定住化
の促進および地域活性化を目的としてい
ることから、就業を要件としています。
問 限られた財源の中で奨学金の貸与
を有効活用するためには、奨学金の返還
免除の対象を拡大し、教育の機会均等の
確保に重きを置くことが大事ではないか

■太田市家庭的保育事業等の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一部
改正について
問 国家戦略特別区域小規模保育事業
の趣旨を伺います。
答 国家戦略特別区域の指定により、原
則、0歳から2歳児までを受け入れの対象
としている小規模保育事業所が事業者の
判断で受け入れの対象を5歳までに引き
上げられるほか、3歳から5歳までの限定
した保育も可能になることから、主に大都市
等に多い待機児童の解消が図られます。

都市産業委員会

■太田市金券基金条例の廃止について
問 太田市金券発行当初の換金期限の
記載がない金券において、現在未換金と
なっているものに対する今までの対応と
今後の取り扱いについて伺います。
答 平成10年度から21年度に発行され
たものが対象となりますが、発行が最も遅
い21年度の金券においても、使用期限の
到来からすでに10年を経過しています。
その間、特に換金を促す案内は行ってい
ませんが、10年という換金が可能な期間
としては十分な時間を設けたと捉えること
ができ、民法上の債権消滅時効の援用に
より、債権は消滅したものと処理し、今後、
申し出があったとしても換金は行いません。

審査結果　原案可決

■太田市スーパーエコハウス条例の廃
止について
問 条例廃止後の当該施設の取り扱い
について伺います。
答 行政財産から普通財産へ切り替える
とともに、所管を管財課に移すことになり
ます。今後については、管財課において本
市にとって有効な活用方法が検討され、
取り扱いが決まると思われます。
審査結果　原案可決

■市道路線の廃止及び認定について
審査結果　原案可決

◎町　田　正　行
○前　田　純　也
　石　井ひろみつ
　長　　ただすけ
　松　浦　武　志
　八　長　孝　之

　今　井　俊　哉
　高　田　　　靖
　木　村　浩　明
　中　村　和　正
　大　川　敬　道
　久保田　　　俊

決算特別委員（R3. 9. 7 選任）

◎委員長　○副委員長

歳 入
一　般　会　計

問 市営住宅使用料の滞納者へ時効の
援用を教示したことの経緯と今後の対応
について伺います。
答 生活困窮に陥った滞納者に対し、や
むなく行ったものです。今後においては、
今年度から施行された債権管理条例に
基づき、回収を目指すことが大原則です
が、やむを得ない場合のみ条例に従って
放棄をしていきます。また、滞納者の資力
を確実に確認した上で、法令の知識がな
い人に対しては、時効の援用についての
説明をすることも可能と考えます。
問 子どもの自転車事故への対策につ

いて伺います。
答 警察署などの関係機関と連携した
交通安全教室のほか、マナーアップ運動
における高校生へのヘルメット着用の周
知活動等を実施しています。小学生に対
しては自転車に乗り始める年代であるこ
とを踏まえ、教育委員会と連携して、交通
安全に向けた啓発活動を進めていきたい
と考えます。
■その他主な質疑、要望等
・法人市民税収入の今後の見通しにつ
いて
・補助金終了後の電気自動車充電スタ
ンドの取り扱いについて
・今後の第三セクターの考え方について
・財政調整基金の意義と適正規模につ
いて

教 育 費 に
係 る 歳 入

問 奨学金の貸付に際し、連帯保証人を
求めることについて伺います。
答 返済への認識や責任感のために連
帯保証人は必要と考えますが、経済的に

　9月7日の本会議で設置された決算特別委員会に「令和2年度
太田市一般会計歳入歳出決算認定について」など8議案が付託され、
9月14日から16日までの3日間にわたり慎重に審査を行いました。
　各委員の審査後、総括質疑と討論が行われ、採決の結果、それ
ぞれ認定すべきものと決定しました。
　委員会審査での主な質疑、要望、意見を委員長報告から抜粋し
てお知らせします。

決 算 特 別 委 員 会

問 国家戦略特別区域小規模保育事業
を実施していない理由を伺います。
答 現状、本市には待機児童はおらず、
少子化により、今後も保育施設への入所
希望者の急増は見込めないと考えられる
ためです。
審査結果　原案可決

■太田市特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例の一部改正について
審査結果　原案可決

と考えますが、所見を伺います。
答 妊娠や病気等の理由により奨学金
の返還が困難な場合には、相当期間その
返済が猶予されることになりますが、一定

の期間を経て就業することができた場合
に、本条例改正案に新設する返還免除の
規定を活用する方法も考えられます。
審査結果　原案可決
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歳 出
●総務費
問 地区の統合と今後の地域自治につ
いて伺います。
答 人口減少や区長等役員の担い手不
足等に起因し、地区の要望により今年度
から尾島地区と世良田地区が統合に至り
ました。今後、地域自治が困難になってき
ている地区や行政区の調査に加え、合

ご う く

区
に誘導できるような指標の提示について
検討していきたいと考えます。
問 所管が多部局に渡るB

バ ス

USターミナ
ルおおた周辺施設の一体的な運用につ
いて伺います。
答 新たに市民会館前に整備された芝
生広場を活用した群馬クレインサンダー
ズのパブリックビューイング等、多面的な
にぎわいの創出に寄与する多彩な運用
方法を考えていきます。
■その他主な質疑、要望等
・マイナンバーカードの交付枚数の増
加に伴う証明書等のコンビニ交付サー
ビス導入の必要性について
・データ放送を活用した市政情報の効
果的な発信について
・コロナ禍において多忙を極める職員
へのカウンセラー相談および健康支援
体制について

●民生費
問 ひとり親世帯の貧困の主要因とされ
る養育費不払いを防止するため、調停申
し立てや公正証書作成の費用の一部を
助成することについて所見を伺います。
答 ひとり親世帯の養育費の確保が難
しいことは承知しています。貧困の連鎖を
断ち切るためにも、先進事例等を参考に
しながら助成の実施に向けて研究してい
きたいと考えます。
問 高齢者等特殊詐欺電話対策装置貸
与事業の実施状況を伺います。
答 昨年度から貸出要件を65歳以上の
高齢者世帯に緩和した結果、利用者の増
加につながりました。安心を実感する市民
の声や警察からの事業継続要望がありま
すので、一層の事業拡大を検討したいと
考えます。
■その他主な質疑、要望等
・生活保護受給者の健康管理支援に伴
う医療扶助費削減の目標設定について
・放課後児童クラブの分室による感染
症対策への支援について
・保育士修学資金貸付事業および保育
士奨学金返済支援事業の要件緩和や事
業延長について

●衛生費
問 新型コロナウイルス感染症ワクチン
接種事業に携わる職員の膨大な時間外
勤務の是正について伺います。

答 これまで人事異動や流動職員による
増員、アウトソーシング、全庁的な協力体
制等の対策を講じてきていますが、国の
要請に基づく65歳以上への早期のワクチ
ン接種や、本市独自のシステムの採用に
より負担増加を招くなど、過労死ラインを
超える時間外勤務が発生しています。市
民への早期のワクチン接種という最重要
課題に直面している折であり、実現に際し、
さらなる体制強化を図り、担当職員の時
間外勤務縮減に取り組みたいと考えます。
問 生ごみ処理機等の普及促進につい
て伺います。
答 生ごみの質量を大幅に減少させるこ
とができる処理機の活用は、ごみ減量化
の有効な手段です。導入促進を目的とし
た助成金制度を設けていますが、近年は
低廉で良質なものが出てきているため、
補助対象機器拡大に向けて研究していき
たいと考えます。また、新型コロナウイルス
感染症収束後は、各種イベントにおいて
実演を行うなど、広く周知を図りたいと思
います。
■その他主な質疑、要望等
・各種がん検診受診率向上を目的とし
た取り組みの効果および検証について
・狂犬病予防注射の確実な実施につい
て
・市内の救急指定病院に対する補助金
の在り方について
・下水道計画区域を対象とした浄化槽
設置整備事業補助金の在り方について

●労働費
■主な質疑、要望等
・老朽化した太田市勤労会館の建て替
えに向けた協議の進

しんちょく

捗状況について

●農林水産業費
問 農畜産物の地産地消の推進および
6次産業化について伺います。
答 農林水産省の統計によると、2020
年度における群馬県のホウレンソウ出荷
量が、統計開始以来初めて日本一となり、
ホウレンソウを原料とした商品開発やPR
には良いタイミングです。引き続き学校給
食として提供できる6次産業化商品の開
発を進めるとともに、群馬クレインサン
ダーズの試合会場での市内産農畜産物
販売を行うなど、普及促進に努めていき
たいと考えます。
問 ふれあい農園キャンプ場の施設整備
について伺います。
答 キャンプ場の堅調な利用に伴い、要
望が多く寄せられた洗い場の増設のほか、
照明施設整備や自動販売機設置等の積
極的な整備を行いました。今後は防犯施
設整備を予定し、貸出区画増設について
も検討したいと思いますが、浸水想定区
域に立地するリスクを勘案し、できる範囲
の整備としたいと考えます。
■その他主な質疑、要望等
・有害鳥獣対策について
・梅田市有林の今後について
・地籍調査推進について

●商工費
問 事業者を対象とする新型コロナウイ

ルス感染症に係る施策の効果と課題につ
いて伺います。
答 商店リフォーム支援事業補助金は、
感染症対策のための工事を対象としたこ
とで申請件数が増加しています。発注先
が市内事業者であることを要件としたこ
とで、商店のコロナ対策のみならず、リ
フォーム工事請負業者の支援にもつなが
り、地域経済活性化に一定の効果があっ
たものと捉えています。一方で、各種支援
の実施に際し、多様な媒体を用いて支援
策の周知に努めるも、情報が行き届かず、
いかに対象者へ必要な情報を届けるかと
いう点において課題が鮮明になりました。
現状では、口コミが最も効果的な方法で
あると考えられるため、今後はSNSの有
効活用を図るとともに、商工団体との連携
を密にして、徹底した周知を図り、申請に
つなげたいと考えます。
■その他主な質疑、要望等
・プレミアム金券発行による経済効果
について
・感染症対策を講じた上での各種イベ
ント開催への考え方について

●土木費
問 通学路等の交通安全施設整備につ
いて伺います。
答 千葉県八

やちまた

街市の事故を受け、本市に
おける通学路の危険箇所について、通学
路安全推進会議からの要望に基づき、早
急な安全対策を進めています。道路の安
全対策は道路管理者の責務であり、計画
的な舗装の修繕や区画線の引き直し等
を引き続き行うとともに、横断歩道等の路
面標示を管理する公安委員会等の関係
機関と連携を密にし、限られた予算の中
で効率良く交通安全施設整備の推進を
図りたいと考えます。
問 太田駅南口第二地区第一種市街地
再開発事業の検証について伺います。
答 評価項目が多岐にわたること等を考
慮し、令和4年度に専門コンサルタントへ
の委託により詳細な事業効果を検証する
予定です。市街地再開発事業には、市か
ら多額の補助金が交付されることから、
今後は地価や固定資産税等の推移など
を把握することにより、本市への事業効果
を早期に検証し、次の再開発事業へつな
げていきたいと考えます。
■その他主な質疑、要望等
・木造住宅耐震化診断・耐震改修補助
事業利用者の住宅リフォーム支援事業
併用に係る申請期間について
・市営住宅における刈

か り く さ

草の処分方法の
統一について

●消防費
問 高機能消防指令センター中間更新
事業の進捗状況について伺います。
答 令和2年度は中間更新に向け、コン
サルタントへ評価分析業務を依頼し、必
要な機器の精査、概算額の見直し、適正
な業務委託仕様書案の作成を行いまし
た。今後のシステム更新により、不具合な
く安定稼働が継続できるよう努めたいと
考えます。
問 N

ネットいちいちきゅう

et119緊急通報システム登録者の

特　別　会　計
公営企業会計

●八王子山墓園特別会計
問 今後の八王子山公園墓地の拡張に
ついて伺います。
答 八王子山公園墓地は依然として需
要が高く、第2次太田市総合計画第6次
実施計画に拡張事業を盛り込むよう要望
しています。事業実施に際しては、近隣住
民への丁寧な説明を行い、理解を得た上
で進めたいと考えます。
■その他主な質疑、要望等
・墓地管理料滞納者からの時効の援用
により債権が消滅した際の墓石の取り
扱いについて

●介護保険特別会計
問 地域包括支援センターを9圏域内で
の設置へ変更したことについて伺います。
答 一元化によりサービス水準の維持が
図られる等の利点はありましたが、訪問場
所への移動に時間を要する等の課題もあ
りました。9圏域内での設置により、地域
の実情を把握しやすくなるなど、よりきめ
細やかなサービスの提供につながってい
ます。

困窮している学生を支援し、貧困の連鎖
を断ち切ることが重要であることから、連
帯保証人を不要とする取り扱いについて
前向きに検討したいと考えます。
■その他主な質疑、要望等
・学校給食費における滞納について

増加に向けた取り組みについて伺います。
答 ホームページ等による啓発のほか、
メール119の登録者を中心に登録依頼
を進め、相談を受けた先へ出向くなどして
登録につなげていきたいと考えます。
■その他主な質疑、要望等
・AED使用方法の動画配信について
・車中避難場所の市民への周知について
・女性防火クラブ発足の経緯と今後の
在り方について

●教育費
問 家庭におけるWi-Fi環境の整備が
困難な児童生徒へのモバイルルーター等
の貸与について伺います。
答 年度当初において約1割の家庭で
Wi-Fiが未整備でした。経済的な困窮等
の事情により整備できない家庭もあると
思われますので、実態を調査した上で必
要な援助をしていきたいと考えます。
問 第2子以降の学校給食費助成にお
いて、養育する子どもの人数から20歳以
上の子どもを除外することの是非につい
て伺います。
答 本市は子育て支援へ注力しており、
給食費助成の充実については十分に考
えていく必要があります。20歳以上の子
については、就労の有無や家庭の経済状
況等もさまざまであることから、関係部局
と協議しながら考え方を整理していきたい
と考えます。
■その他主な質疑、要望等
・スクールカウンセラーやヤングテレホ
ンなどの相談業務充実について
・コロナ禍における運動会や修学旅行
等の実施に向けた考え方について
・藪塚本町南幼稚園における障がい児
の受け入れ状況とバリアフリー化につ
いて
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古紙パルプ配合率 70％再生紙と環境に
やさしい大豆インキを使用しています

《市長提出議案》
番　　号 件　　　　　　　名 付託先 審議結果 採決結果
報告第6号 令和2年度太田市一般会計継続費精算報告書について ー 報告 ー
報告第7号 令和2年度決算に基づく健全化判断比率・資金不足比率について ー 報告 ー
議案第80号 人権擁護委員候補者の推薦について 省略 可決 賛成全員
議案第81号 令和2年度太田市一般会計歳入歳出決算認定について 決算特別 認定 賛成多数

議案第82号 令和2年度太田市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別 認定 賛成多数

議案第83号 令和2年度太田市住宅新築資金等貸付特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別 認定 賛成全員

議案第84号 令和2年度太田市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別 認定 賛成多数

議案第85号 令和2年度太田市八王子山墓園特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別 認定 賛成多数

議案第86号 令和2年度太田市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別 認定 賛成多数

議案第87号 令和2年度太田市太陽光発電事業特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別 認定 賛成全員

議案第88号 令和2年度太田市下水道事業等会計決算認定について 決算特別 認定 賛成多数
議案第89号 令和3年度太田市一般会計補正予算（第5号）について 省略 可決 賛成多数

議案第90号 令和3年度太田市国民健康保険特別会計補正予算（第1号）について 省略 可決 賛成多数

議案第91号 令和3年度太田市住宅新築資金等貸付特別会計補正予算（第1号）について 省略 可決 賛成全員

議案第92号 令和3年度太田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）について 省略 可決 賛成全員

議案第93号 令和3年度太田市八王子墓園特別会計補正予算（第1号）について 省略 可決 賛成全員

議案第94号 令和3年度太田市介護保険特別会計補正予算（第1号）について 省略 可決 賛成多数

《陳　情》
番　　号 件　　　　　　　名
陳情第20号 社会福祉法人太田市社会福祉協議会に関することについて

議案の審議結果をお知らせします
9月定例会の

問 社会変化に適応した今後の公共施
設の在り方について伺います。
答 デジタル社会の進展により各種証明
書の発行や納税などの手法も変化してお
り、行政サービスの拠点としての公共施設
や行政機能の分散が、必ずしも求められ
なくなってきています。施設の用途変更、
統廃合や複合化、民間活用による柔軟な
施設運営などによりコストダウンを図るこ

総　括　質　疑

●太陽光発電事業特別会計
■主な質疑、要望等
・本市が運営する太陽光発電所の現状
とリース契約期間終了後について
・株式会社おおた電力による電力買い
取り単価引き上げについて
・おおた鶴生田太陽光発電所における
防犯対策について

●下水道事業等会計
問 本市における下水道接続率が近隣
他市に比べて低い理由を伺います。
答 主な要因として流域下水道を抱えて
いるほか、市街地が点在していること、下
水道計画区域内においても浄化槽設置
整備事業補助金を交付対象としているこ

とも重要です。なお、増大が予想される公
共施設更新のための財源は、時機に応じ
て弾力性を持った財政運営を行うために
も、特定目的の基金は創設せず、財政調
整基金により対応していきたいと考えます。
問 債権管理条例が施行され、さらなる
債権の適正管理が期待される一方で、調
査権がないことで回収が困難とされる過
年度分の債権について、悪質な滞納を見
過ごしたままの債権放棄とならないよう、
債権回収会社を活用することについて所
見を伺います。
答 有効性を検証するなどの研究を行
いたいと考えます。
■その他主な質疑、要望等
・自主財源確保について

・今後の財政調整基金の在り方につい
て
・ごみ減量化について
・複合災害発生時の避難所について
・若年層への新型コロナワクチン接種
促進について
・じん臓機能障がい者等通院交通費助
成金受給者のおうかがい市バスの利用
について
・（仮称）市民体育館建設事業について
・群馬クレインサンダーズ誘致の経緯
について
・国民健康保険における自営業者に対
する傷病手当金について

《議会提出議案》
番　　号 件　　　　　　　名 付託先 審議結果 採決結果
議会議案第2号 地域経済活性化　魅力ある地域づくりに向けた意見書 省略 可決 賛成多数

議会議案第3号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書 省略 可決 賛成全員

《請　願》
番　　号 件　　　　　　　名 付託先 審議結果 採決結果
請願第11号 地域経済活性化　魅力ある地域づくりのことについて 総務企画 採択 賛成多数

議案第95号 令和3年度太田市太陽光発電事業特別会計補正予算（第1号）について 省略 可決 賛成全員

議案第96号 令和3年度太田市下水道事業等会計補正予算（第1号）について 省略 可決 賛成全員
議案第97号 太田市個人情報保護条例の一部改正について 総務企画 可決 賛成多数
議案第98号 太田市行政センター条例の一部改正について 市民文教 可決 賛成全員
議案第99号 太田市笹川清奨学基金条例の一部改正について 市民文教 可決 賛成多数
議案第100号 太田市奨学金貸与条例の一部改正について 市民文教 可決 賛成多数

議案第101号 太田市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 健康福祉 可決 賛成全員

議案第102号 太田市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について 健康福祉 可決 賛成全員

議案第103号 太田市金券基金条例の廃止について 都市産業 可決 賛成全員
議案第104号 太田市スーパーエコハウス条例の廃止について 都市産業 可決 賛成全員
議案第105号 財産の取得について 省略 可決 賛成全員
議案第106号 財産の減額貸付について 総務企画 可決 賛成多数
議案第107号 市道路線の廃止及び認定について 都市産業 可決 賛成全員

　総務企画委員会、市民文教委員会、健康福祉
委員会では、委員会ごとにテーマを設定し、資料
の収集や調査、自由討議等を行う重点研究事業
に取り組んでいます。
　また、都市産業委員会では、政策評価・事務事
業評価として、主要な事業について客観的な評価
を実施し、今後の行政執行の改善に役立てるた
め、市長に報告書を提出しました。

常任委員会の活動
総務企画委員会 市民文教委員会

健康福祉委員会 都市産業委員会

テーマ　行政のデジタル化
　デジタル技術を活用した住民サービスの充
実や業務の効率化等、本市におけるＤＸ（デジ
タルトランスフォーメーション）推進の在り方に
ついて研究するため、「住民との情報共有」「コ
ロナ禍におけるニューノーマル市民サービスの
提供」「デジタル体制の構築」の３つの観点か
ら議論を進めている。

テーマ　地域活性化と教育の充実
　地域社会のつながりや支え合いの希薄化に
よる地域の教育力低下や家庭の孤立化といっ
た課題の解決策として、文部科学省が提案する
「地域学校協働活動」の取り組みを参考に、地
域と学校が連携・協働して活動できる仕組みづ
くりの構築に向けた議論を行った。

テーマ　生活困窮者支援
　経済的に塾に通えない子どもたちを対象に、
継続的な学習支援を通じ、将来、就学および就
労ができるようにする学習支援事業について、
実施主体である３カ所のＮＰＯ法人へ調査を実
施した。現状の課題を分析し、より参加しやす
い体制の構築に向けて研究を行っている。

事業名　住宅リフォーム支援事業
総合評価　きわめて良好
今後の方向性　現状のまま継続する
コメント　リフォーム促進により市内経済活性
化への効果の高い本事業は必要性が高く、継続
すべき施策である。運用に当たっては、厳格な
審査、チェック体制強化を図るよう申し添える。

と等が考えられます。
■その他主な質疑、要望等
・戸別浄化槽事業の開始から終了まで
の経緯について

※「付託先」欄において「省略」とあるのは、本会議において委員会付託の省略が行われたことを示します。
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